















2015 年 12 月 20 日（日曜日）、関西学院大学梅田キャンパスで開催され
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に、著者からコメントへのリプライがなされた。 その後、フロアからの
質問を受け付け、評者・著者・フロア・司会者合わせての活発な議論が行
われた。  
この書評会報告では、白波瀬の趣旨説明と金子氏と齋藤氏のコメント、
両者のコメントに対する三木氏のリプライを掲載した。なお、金子氏は
『駆けつける信仰者たち―天理教災害救援の百年』（天理教道友社、2002
年）や『驚異の仏教ボランティア―台湾の社会参画仏教「慈済会」』（白
馬社、2005 年）の著作を刊行している宗教倫理学者で、国内外の震災支援
に関する幅広い見識をもつ。また、齋藤知明氏は宗教教育を専門にする宗
教学者だが、東日本大震災以降は被災地支援に関わる宗教者の支援活動に
着目した研究をインテンシブにおこなっている。 
著者および評者は被災地という共通のフィールドを扱っているが、専門
にする学問分野や研究関心には差異がある。異なる研究履歴をもつ二人の
評者が本書をどのように論じたのか、また、著者がどのように評者に応答
したのか、当日の記録をここに再現した。今後、「震災と宗教」に関する
研究は着実に蓄積されていくと考えられるが、この書評会報告が、論点を
整理する一助となれば幸いである。 
